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高
齢
者
生
協
の 

地
域
福
祉
事
業
所
の
運
営 

事
業
所
運
営
の
基
本
は
「
協
同
し

て
働
く
」
こ
と
で
す
。 

私
た
ち
の
労
働
は
〝
雇
う
、
雇
わ
れ
る

〟
と
い
う
関
係
の
働
き
方
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
働
く
者
同
士
が
資
金
を
出
し
合

い
、
事
業
経
営
や
組
織
運
営
に
参
加
す
る

働
き
方
で
す
。 

つ
ま
り
、「
出
資
」「
経
営
」「
労
働
」

の
三
つ
を
一
体
に
し
た
働
き
方
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
一
緒

に
働
く
仲
間
の
団
結
で
す
。 

高
齢
協
は
、
高
齢
者
が
元
気
に
生
き
る

地
域
社
会
の
た
め
に
、
人
や
地
域
に
役
立

つ
「
よ
い
仕
事
」
や
「
仕
事
お
こ
し
」
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。 

そ
の
た
め
に
、
利
用
者
や
家
族
、
或
い

は
地
域
に
暮
す
様
々
な
人
た
ち
と
の
協

同
と
い
う
視
点
も
大
切
で
す
。 

私
た
ち
に
は
三
つ
の
協
同
を
、
自
ら
の

組
織
・
自
ら
の
生
活
、
そ
し
て
地
域
で
活

動
す
る
た
め
の
指
標
と
し
て
い
ま
す
。 

 <

三
つ
の
協
同>

 

第
一
は
働
く
者
同
士
の
協
同
で
す
。 

福
祉
事
業
所
の
運
営
に
あ
た
り
、
働
く

組
合
員
は
、
事
業
・
活
動
の
柱
に
な
っ
て

推
進
す
る
最
前
線
と
し
て
の
役
割
り
が

求
め
ら
れ
ま
す
。 

地
域
の
中
で
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
働
く
組
合
員

の
団
結
力
こ
そ
が
大
き
な
一
歩
と
な
る

か
ら
で
す
。 

そ
の
た
め
に
は
、
組
合
員
自
ら
が
心
寄

せ
あ
い
・
助
け
合
い
、
共
に
働
き
、
環
境

を
よ
り
よ
く
す
る
た
め
に
は
、
何
が
必
要

か
も
含
め
、「
協
同
」
し
て
、
民
主
的
な

運
営
を
進
め
ま
す
。 

大
切
な
仲
間
と
共
に
笑
顔
あ
ふ
れ
る

環
境
づ
く
り
を
行
い
ま
し
ょ
う
。 

 

第
二
は
利
用
者
・
家
族
の
協
同
で
す
。

私
た
ち
に
と
っ
て
利
用
者
・
家
族
は 

単
な
る
お
客
様
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ケ
ア

を
通
し
て
「
そ
の
人
ら
し
い
生
活
を
送
る

た
め
」
に
必
要
な
仲
間
で
す
。 

私
た
ち
高
齢
者
生
協
は
、
対
等
な
立
場

で
、
悩
み
や
困
難
を
共
に
考
え
、
解
決
に

む
け
て
お
互
い
が
で
き
る
こ
と
を
協
同

し
合
う
関
係
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。 

私
た
ち
に
と
っ
て
は
心
強
い
協
力
者

で
す
の
で
、
利
用
者
・
家
族
懇
談
会
な
ど

も
計
画
し
、
家
族
間
の
協
同
の
輪
も
広
げ

ま
す
。 

※
以
下
、
次
号
に
続
き
ま
す
。 

 ２０２２年 7 月１日 発行   年間購読料１２００円 発行責任者 青梅スミ江 

            

   香川県高齢者生活協同組合 ２０２２年 第２１６号 （7・8月号）  

                                                                                                                    

                

 

http://www.kagawa-koureikyou.org  ＦＡＸ 087-899-6312  

    今月のお知らせ   

●総代会報告 

●高齢協について 

●福祉車寄贈 

●各種お知らせ 

●健康のページ 

●「さんぽ会」スケジュール 

●エッセイ（新連載第１回） 

●7・8 月の予定 〒761-1705 高松市香川町川東下 1190-1  ＴＥＬ  087-899-6311 

ホームページ 
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2022年度 第24回通常総代会・第8回定時社員総会の開催報告 

令和4年6月26日(日) 14：00 第一部 通常総代会 

17：00    第二部 交流会 

高松丸亀町壱番街東館4F丸亀町レッツホールにて第24回通常総代会と一般社団

法人香川県高齢者支援協会第8回定時社員総会の説明会（総会はR4.6.17に開催済

み）が開催された。 

今年度の総代会は、新型コロナ感染症の状況も落ち着いてきていることより、感

染対策のもと3年ぶりの通常に近い形での開催となりました。 

出席総代数 総代119名中 本人出席31名 委任代理人出席12名 議決権行使出

席42名 合計出席者85名 

まず、理事長の開会挨拶で始まり、来賓の高松丸亀町商店街振興組合 専務理事 

安藝忠和様のご挨拶の後、総代の中より議長を指名し、議案提案に入りました。 

議長 森岡秦生 副議長 杉上ゆりえ 

議案提案では、第1号議案 2021年度活動報告 

第2号議案 2021年度決算報告 

第3号議案 2021年度監査報告 

第4号議案 2022年度活動方針 

第5号議案 2022年度収支予算 

第6号議案 定款変更の件 

第7号議案 役員改選の件 

第8号議案 役員報酬限度額設定の件 

第9号議案 議案効力発生の件 

 以上の議案が提案され、議長が各議案に対しそれぞれ反対･保留･賛成の採決を行

いました。その結果、提案された全ての議案が賛成多数により承認されました。 
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今期、役員の改選で下記のとおり新たな体制にて運営を行う事となりました。総代

会で承認された方針に基づき、役員一同、決意新たに推進していく所存ですので、今後

ともご指導ご鞭撻の程、よろしくお願い申し上げます。                         

記 

「役員（理事 15名、監事 3名）」 

（重任）                 

理事長  青梅 スミ江（代表理事）   理事   河井 徳夫 

理事   池田 亜葵子（代表理事）   理事   川西 純一 

理事   伊賀 昌吾 （代表理事）   理事   眞鍋 良彦 

理事   土肥 世樹          理事   宮本 明美 

理事   松本 静香          理事   宮川 芳幸 

理事   善林 功           理事   宮崎 孝夫 

理事   堤  敬介          監事   杉本 知美 

理事   三宅 章夫          監事(員外)井原 惣七 

理事   木村 文宣          監事(員外)篠崎 文雄 

以上 

 

 引き続き、令和4年6月17日に実施された第8回定時社員総会の議案説明会を開催し、

第1号議案から第8号議案まで全会一致で可決されたことを報告させて頂きました。 

  

総代会会場風景 

  

交流会会場風景      
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ここがいいな「高齢協」！ 
                   

理事 宮川 芳幸 
 

 

「高齢協にいる（加入する）メリットは何？」と聞かれることがあります。 

メリットというと損得というイメージがありますが、敢えて言うなら、高齢協にいるメリット

は、「つながる」「広がる」という事です。 

 

例えば、どこかのカラオケのサークルに入会したとします。カラオケという趣味でのつなが

りは深まっていくと思いますが、幅広くつながるという点ではいかがでしょう。 

例えば、「家族の介護の事で悩んでいる」、「ちょっとだけ働きたい」、「他の趣味も持っ

てみたい」などなど･･･ 

  

   
  

高齢協のサークルであれば、これらの相談を普段

一緒に活動している仲間に気軽にでき、すぐにダイ

レクトに紹介してもらえるのです。 

そして地域の活動に参加してみたいと思われてい

る方もいらっしゃると思います。でもどうやって参

加したらいいのかわからない･･･高齢協はいろいろ

な所で地域活動を行っています。 

「福祉」「仕事おこし」「生きがい」そして地域活

動が一体となった高齢協ならではの特徴です。 

 

そして、現在やってみたいサークルや活動がなければ立ち上げて始めればいいのです。執行

部をはじめ、先人たちの知恵が大きな手助けになります。 

ここ数年は新型コロナウィルスの影響で休止していましたが、日頃のサークル活動の成果を

発表する舞台（いきいきふれあい祭りと呼んでいます）もみんなで開催する事ができるのです。

なんとなくワクワクしてきませんか。 

いろいろな人や物事に「つながる」そして「広がる」という事が高齢協に在籍しているメリ

ット（価値）だと思います。 
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ありがと

うござい

ます！ 
寄贈された福祉車両

の前で、郡谷さんと

青梅理事長 

ひだまり川島の郡谷さんから

福祉車両が寄贈されました。 
 「ひだまり川島」の郡谷さんから、高齢協（理事長青梅

スミ江）に「福祉車両」一台と「車椅子」を寄贈していた

だきました。 

 「福祉車両」は、車椅子一台と介助者、その他に二人が

乗車できる仕様になっており、デイサービス等の送迎用と

して大いに活躍が期待できる車です。 

 大切にそして有意義に末永く使わせていただきます。 

 郡谷さん、ありかとうございました。 
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「
川
東
夏
ま
つ
り
」
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
募
集 

■
八
月
二
十
日
（
土
）
開
催
の
「
第
十
回

昔
な
つ
か
し
川
東
夏
ま
つ
り
」
の
バ
ザ

ー
（
焼
き
そ
ば
）
を
手
伝
っ
て
く
だ
さ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま

す
。 

■
八
月
二
十
日
（
土
）
午
後
三
時
～
九
時

場
所
は
高
松
市
立
川
東
小
学
校 

運

動
場
で
す 

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は 

 

℡
０
８
７-

８
９
９-

６
３
１
１ 

 

高
齢
協
本
部
ま
で 

 
 
 
 
 
 

 

歌
声
「
さ
つ
き
」
会
員
募
集 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

丸
亀
を
拠
点
に
活
動
し
て
い
る
歌
声

「
さ
つ
き
」
は
、
童
謡
や
唱
歌
、
懐
か
し

い
昭
和
歌
謡
を
中
心
に
、
み
ん
な
一
緒
に

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
会
で
す
。 

伴
奏
は
ピ
ア
ノ
の
生
演
奏
。
参
加
者
の

リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
て
い
ま
流
行
っ
て

い
る
歌
な
ど
も
歌
い
ま
す
。 

「
さ
つ
き
」
の
い
い
と
こ
ろ
は
、
毎
回

ワ
ン
コ
イ
ン
（
五
〇
〇
円
）
で
参
加
で
き

る
と
こ
ろ
。 

 

ぜ
ひ
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。 

開
催
日 
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日 

会 

費 

ワ
ン
コ
イ
ン
（
五
〇
〇
円
） 

入
会
金 

一
・
〇
〇
〇
円 

会 

場 

丸
亀
市
中
央
生
涯
学
習
ク 

ラ
ブ
五
階 

音
楽
室 

 

連
絡
先 

０
９
０-

２
７
８
１-
０
４ 

 
 

 
 

 

４
８
（
宮
崎
） 

 
 

 
 

 
 

「
ひ
だ
ま
り
麻
雀
会
」
の
開
催
曜
日
が

変
わ
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 

高
齢
協
本
部
敷
地
内
の
多
目
的
ホ
ー

ル
で
開
催
し
て
い
る
「
ひ
だ
ま
り
麻
雀

会
」
の
開
催
曜
日
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

毎
月
水
曜
日
、
月
二
～
三
回
の
開
催
で

し
た
が
、
毎
月
土
曜
日
の
二
～
三
回
に
変

り
ま
し
た
。 

ま
た
、
新
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
か
っ
た
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
は 

℡
０
９
０-

２
８
９
５-

３
３
４
７ 

津
田
ま
で 

 
 

 
 

 
 

 





   

 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

高
齢
協
劇
団 

エ
ル
ダ
ー
キ
ャ
ッ
ツ 

は
、
秋
の
公
演
に
向
け
て
た
だ
い
ま
、 

舞
台
稽
古
が
佳
境
に
！ 

「
源
内
音
楽
ホ
ー
ル
」
に
て
九
月
十

三 

日(

火)

公
演
予
定
の
「
岩
山
家
の
場

合
…
お
宅
は
大
丈
夫
？
」(

遺
産
相

続)

の
舞
台
稽
古
で
メ
ン
バ
ー
の
皆

さ
ん
、
汗
だ
く
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

 

但
し
、
今
回
の
公
演
は
一
般
公
開
で
は
な

い
の
で
、
組
合
員
の
皆
さ
ん
は
見
ら
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
た
め
、
二
回
目
の
公
演
は
一

般
公
開
を
予
定
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
何

は
と
も
あ
れ
、
今
回
の
舞
台
が
無
事
お
わ

り
ま
す
よ
う
祈
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

こ
ん
な
記
事
み
つ
け
ま
し
た 

 
 
 
 

 

二
十
二
年
版
高
齢
社
会
白
書 

 

内
閣
府
の
調
査
で
、
六
十
五
歳
以
上

の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
が
「
生
き
が

い
を
感
じ
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
こ

と
が
分
か
っ
た
。 

 

「
地
域
と
の
つ
な
が
り
重
要
」 

政
府
は
こ
う
し
た
内
容
を
盛
り
込
ん

だ
二
〇
二
二
年
版
高
齢
社
会
白
書
を
閣

議
決
定
。 

「
高
齢
者
が
満
ち
足
り
た
人
生
を
送
る

た
め
に
は
、
身
近
な
地
域
で
の
居
場
所

や
役
割
、
友
人
・
仲
間
と
の
つ
な
が
り

を
持
つ
こ
と
が
重
要
だ
」
と
指
摘
す
る
。 

調
査
は
昨
年
十
二
月
に
実
施
、
六
十

五
歳
以
上
の
二
〇
四
九
人
の
回
答
を
分

析
し
た
。 

 

「
生
き
が
い
感
じ
ず
」
二
割 

喜
び
や
楽
し
み
と
い
っ
た
生
き
が
い

を
感
じ
る
程
度
を
尋
ね
る
と
、「
あ
ま
り

感
じ
て
い
な
い
」
が
一
七
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
、「
全
く
感
じ
て
い
な
い
」
が
二
・
七

パ
ー
セ
ン
ト
だ
っ
た
。
一
方
、「
十
分
感
じ

て
い
る
」
「
多
少
感
じ
て
い
る
」
は
計
七

二
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
。
残
り
は
「
不
明
・

無
回
答
」
だ
っ
た
。 

近
所
付
き
合
い
が
希
薄
だ
っ
た
り
、

友
人
や
外
出
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
り

す
る
と
、
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
な
い

割
合
が
高
か
っ
た
。 

働
い
て
い
る
か
ど
う
か
や
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
、
地
域
行
事
な
ど
へ
の
参
加
と

も
関
連
が
み
ら
れ
た
た
め
、
就
業
や
社

会
活
動
参
加
を
促
す
環
境
整
備
を
進
め

る
と
し
て
い
る
。 

※
「
四
国
新
聞
」
六
月
十
一
日
掲
載 
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丸
亀
町
ク
リ
ニ
ツ
ク
通
信
⑰ 

 

 
 

 

 

「
腰
痛
に
つ
い
て
」 

 
 

 

腰
痛
は
日
本
人
が
訴
え
る
痛
み
の

中
で
も
多
い
症
状
で
、
自
覚
症
状
の
中
で

は
男
性
は
１
位
、
女
性
は
肩
こ
り
に
続
い

て
２
位
で
す
。
特
に
高
齢
者
で
は
腰
痛
の

原
因
と
な
る
疾
患
が
増
加
し
て
い
ま
す
。 

高
齢
者
で
介
護
支
援
が
必
要
に
な
る

主
な
原
因
と
し
て
は
、
転
倒
骨
折
、
関
節

疾
患
、
脊
髄
疾
患
を
合
わ
せ
た
運
動
器
疾

患
が
全
体
の
二
〇
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

腰
痛
は
代
表
的
な
運
動
器
疾
患
で
あ
る
、

脊
柱
管
狭
窄
症
や
骨
粗
鬆
症
性
椎
体
骨

折
、
脊
柱
変
形
、
椎
間
板
ヘ
ル
ニ
ア
に
と

も
な
っ
て
生
じ
る
こ
と
が
多
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
。 

腰
痛
が
あ
る
と
体
を
動
か
さ
な
く
な

り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
他
の
病
気
の
発

症
リ
ス
ク
も
高
ま
り
、
健
康
全
体
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
よ
っ
て
、
腰
痛

は
単
に
腰
部
の
痛
み
の
問
題
だ
け
で
な

く
、
生
活
に
お
け
る
活
動
量
が
低
下
し
介

護
を
必
要
と
さ
せ
て
し
ま
い
、
健
康
寿
命

が
短
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。
痛
み
が

慢
性
的
に
続
く
「
慢
性
疼
痛
」
で
、
筋
骨

格
系
慢
性
疼
痛
の
六
五
％
が
腰
の
痛
み

で
す
。 

ま
た
、
慢
性
疼
痛
の
発
生
は
男
性
よ
り

女
性
に
多
く
、
高
齢
者
よ
り
三
十
〜
五
十

代
の
働
き
盛
り
の
年
齢
層
に
多
く
、
大
都

市
で
働
く
事
務
職
な
ど
の
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
に
携
わ
っ
て
い
る
方
に
多
い
で
す
。 

で
は
腰
痛
が
起
こ
っ
た
と
き
、
皆
さ
ん

は
ど
う
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
日
本

で
は
腰
痛
が
起
き
て
も
約
半
数
の
方
は

す
ぐ
に
病
院
へ
は
行
か
な
い
で
、
ま
ず
は

マ
ッ
サ
ー
ジ
や
指
圧
、
鍼
灸
な
ど
の
治
療

を
受
け
て
い
る
よ
う
で
す
。
腰
痛
の
八

五
％
は
原
因
が
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し

か
し
急
性
腰
痛
は
、
原
因
が
分
か
る
場
合

が
多
い
の
で
、
整
形
外
科
を
受
診
し
て
、

腰
痛
の
器
質
的
な
原
因
を
し
っ
か
り
診

断
し
て
治
療
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

  
 

 

一
方
、
慢
性
腰
痛
の
多
く
は
、
ス
ト
レ

ス
・
不
安
・
う
つ
な
ど
の
心
理
社
会
的
要

因
が
強
く
関
与
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
認
知
行
動
療
法
な
ど
心
の
治
療

で
良
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。 

ま
た
腰
痛
の
治
療
に
は
、
薬
物
治
療
、

手
術
以
外
に
、
当
院
で
も
行
っ
て
い
る
理

学
療
法
士
に
よ
る
運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
運
動
器
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
運
動
療
法
（
ス
ト
レ

ッ
チ
や
筋
力
強
化
な
ど
）
や
物
理
療
法
な

ど
を
用
い
て
身
体
機
能
を
可
能
な
限
り

改
善
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
生
活
の
質

の
維
持
、
向
上
の
た
め
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。 

 

腰
痛
で
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
は
、
原
因
に
は
整
形
外
科
的
な
も

の
以
外
に
も
様
々
な
疾
患
が
あ
る
こ
と

で
す
。
例
え
ば
腹
部
大
動
脈
瘤
と
い
う
恐

ろ
し
い
疾
患
が
あ
り
ま
す
。
他
に
も
、
大

腸
が
ん
、
膵
臓
が
ん
、
子
宮
内
膜
症
、
尿

管
結
石
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
い
つ
も

の
腰
痛
と
考
え
ず
に
き
ち
ん
と
医
療
機

関
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。 

 

 

腰
痛
は
高
齢
者
だ
け
で
な
く
、
若
い
方

に
も
多
く
、
日
常
生
活
や
仕
事
に
ま
で
支

障
を
き
た
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
腰
痛
に

な
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
は
整
形
外
科
を
受

診
し
て
そ
の
痛
み
の
原
因
を
知
り
、
適
切

な
治
療
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

丸
亀
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 

 
 

豊
永
慎
二 
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8～9 月 さんぽ会スケジュール 

「さんぽ会」スケジュール 

■「鳴門道の駅」と「大塚美術館」観賞 

★日  時 9 月 11 日（日） 

 ★4月 29 日オープンの「鳴門道の駅」訪問予定 

 ★時間その他、詳細は未定です。決まり次第お知らせします。 

８月の「さんぽ会」はお休みです。 

暑い日が続いていますが、「さんぽ会」の皆さん、熱中症に気をつけてお

過ごしください。 

 

 

新連載「エッセイ」担当 萩原幹生（はぎはら・みきお）氏プロフィール 

昭和 13 年 岡山市備前市生まれ 

昭和 39 年 神戸商船大学（現神戸大学）卒業・国鉄青函連絡船乗   

務 

昭和 51 年 国鉄宇高連絡船乗務 

昭和 63 年 瀬戸大橋開通により土佐丸で終焉 

平成元 年 JR 四国本社勤務 

平成 03 年 JR 四国観光船讃岐丸乗務 

平成 11 年 JR 四国退職 

      現在は切り絵作家の傍ら、公民館等で切り絵教室講師として活動 

主な著書 「宇高連絡船 78 年の歩み」「紫雲丸はなぜ沈んだか」「観光船讃岐丸物語」 

「四国八十八ｹ所霊場めぐり切り絵集」「ケアハウス春秋」など、著書多数   

 

暮しのお困りごとは、仕事おこし事業部へ 

★お庭の草刈り・剪定★網戸や障子の張り替え  

★換気扇の掃除★家具の移動★お墓の掃除 など     

何でもご相談を！ 

０８０－２８５１－４３３６（土肥）０８０－２９９０-４５８６（森岡） 
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火 

事 

入
り
江
を
は
さ
ん
だ
対
岸
の
街
中
か

ら
、
か
す
か
に
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え
て

き
た
。 

空
気
が
乾
燥
し
た
こ
の
時
期
に
な
る

と
、
日
を
お
か
ず
し
て
毎
日
の
よ
う
に

水
面
を
渡
っ
て
来
る
。
音
が
薄
れ
て
行

け
ば
現
場
は
遠
く
、
大
き
く
な
っ
て
来

る
と
近
く
だ
。 

纏
（
ま
と
い
）
を
担
い
だ
江
戸
八
百

八
町
の
火
消
し
組
の
シ
ー
ン
の
よ
う
に
、

そ
の
音
は
次
第
に
数
を
増
す
。
や
は
り

今
で
も
一
番
に
駆
け
つ
け
た
消
防
車
に

皆
の
栄
誉
が
集
ま
る
の
だ
ろ
う
か
？ 

私
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
足
を
止
め
て
、

ど
こ
か
に
煙
が
立
ち
昇
っ
て
い
な
い
か

と
探
す
。 

つ
い
先
日
、
隣
が
火
事
で
全
焼
し
て

し
ま
っ
た
と
い
う
話
を
、
後
期
高
齢
者

の
女
性
本
人
か
ら
聞
い
た
。 

寝
て
い
る
居
間
の
窓
に
真
っ
赤
に
燃

え
さ
か
る
炎
を
見
た
と
き
、
気
が
動
転

し
て
し
ま
い
、
主
人
を
起
こ
す
と
裸
足

の
ま
ま
、
一
目
散
に
外
へ
飛
び
出
し
た

と
い
う
。
気
が
つ
く
と
何
故
か
手
に
は

ス
マ
ホ
が
握
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
ス
マ

ホ
で
現
場
を
撮
影
し
続
け
る
と
新
聞
社

へ
メ
ー
ル
送
信
し
た
と
い
う
か
ら
驚
い

た
。 そ

ん
な
巧
者
（
こ
う
し
ゃ
）
な
こ
と

は
私
に
は
出
来
そ
う
に
な
い
。 

し
か
し
気
持
ち
が
落
ち
着
く
と
と
も

に
、
自
分
が
何
を
し
て
い
た
の
か
覚
え

て
な
い
と
聞
い
た
と
き
、
何
故
か
私
は

ホ
ッ
と
し
た
の
で
あ
る
。
や
は
り
普
通

の
人
な
の
だ
。 

 

私
が
小
学
校
五
年
生
だ
っ
た
夏
の
あ

る
早
朝
、
近
く
の
工
場
か
ら
火
が
出
た

こ
と
が
あ
っ
た
。 

バ
チ
バ
チ
と
火
の
は
じ
け
る
音
が
大

き
く
聞
こ
え
、
屈
強
な
男
達
五
、
六
人

が
曳
く
荷
車
の
よ
う
な
消
防
ポ
ン
プ
車

が
、
掛
け
声
と
一
緒
に
石
こ
ろ
を
跳
ね

な
が
ら
目
の
前
を
通
り
過
ぎ
た
。 

終
戦
直
後
の
消
防
車
は
、
自
動
車
で

は
な
く
天
秤
棒
の
よ
う
な
物
を
交
互
に

押
し
下
げ
し
て
、
人
力
で
ホ
ー
ス
か
ら

水
を
飛
ば
す
も
の
だ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、

サ
イ
レ
ン
な
ん
て
も
の
も
鳴
ら
な
い
。 

ふ
と
気
が
つ
く
と
、
そ
の
と
き
私
が

持
っ
て
い
た
の
は
「
下
駄
」
と
「
筆
箱
」

だ
け
で
、
素
足
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。 

な
ぜ
下
駄
だ
っ
た
の
か
。
な
ぜ
筆
箱

だ
っ
た
の
か
。
い
ま
で
も
そ
の
時
の
心

理
が
理
解
出
来
な
い
で
い
る
。
逃
げ
る

た
め
に
は
履
物
が
要
る
こ
と
、
勉
強
道

具
が
な
い
と
学
校
へ
行
け
な
く
な
る
こ

と
・
・
・
そ
ん
な
思
い
だ
け
が
子
ど
の

頭
の
中
を
駆
け
巡
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。 人

間
、
気
が
動
転
し
た
時
に
と
る
行

動
は
恐
ら
く
何
歳
に
な
っ
て
も
自
覚
が

な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。「
無
我
夢

中
」
だ
け
で
あ
る
。 

現
在
、
私
は
非
常
用
持
ち
出
し
リ
ュ

ッ
ク
を
玄
関
に
置
い
て
い
る
が
、
火
事

や
地
震
な
ど
の
異
常
時
が
発
生
し
た
と

き
、
後
期
高
齢
者
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

私
に
で
も
間
違
い
な
く
そ
れ
を
持
ち
出

せ
る
か
ど
う
か
。 

全
く
自
信
が
な
い
。 

 
 
 
 

文
と
切
り
絵 

萩
原
幹
生 

 
 

浜
辺
の
歌 

一
、
あ
し
た
浜
辺
を 

さ
ま
よ
え
ば 

昔
の
こ
と
ぞ 

し
の
ば
る
る 

風
の
音
よ 

雲
の
さ
ま
よ 

寄
す
る
波
も 

貝
の
色
も 

二
，
ゆ
う
べ
浜
辺
を 

も
と
お
れ
ば 

昔
の
人
ぞ 

忍
ば
る
る 

寄
す
る
波
よ 

返
す
波
よ 

月
の
色
も 

星
の
か
げ
も 

※
萩
原
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
前
ペ
ー
ジ

中
段
に
掲
載 
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         2022 年 7・8 月 行事案内 

第１０回 川東夏まつり開催決定！ 

■日時 ８月 20日（土） 午後 3時～9時 （雨天決行 ） 

■場所 高松市立川東小学校運動場 

※詳細は本紙 6・7 ページをご覧ください。 

※当日のボランティアを募集しています。 

お問い合わせは、高齢協本部 ☎087-899-6311 まで。  

※コロナ感染拡大のため、延期または中止の場合は追って連絡します。 み 

猛暑日が続いています。室内でも熱中症に注意を! 

       ご一緒に楽しみませんか？ 

 

♠高松教室（高齢協本部） 

♠ひだまり麻雀会☎津田 090-2895-3347        ♠詰田川自然農園☎金木 090-4337-3494 

・毎月土曜日の 2 回～3 回 

♠高齢協劇団「エルダーキャッツ」(13 時 30 分～17 時) ♣西讃地域センター 

  ・なごみ（木太町）              ♣琴平コーラス ミュゲ（10 時～12 時） 

☎小西 090-1003-8568                    ☎山本 090-4787-4882  

♠さんぽ会☎吉田 090-5809-8400              ♣琴平・ダンス教室（１3 時～17 時） 

♠讃木会☎三宅 090-7141-7297                ☎日野 090-3188-1672  

♠夢を見る会☎木村 090-4501-3423            ♣歌声「さつき」 

♠ボウリング同好会☎嶋岡 080-3166-2342          ・第 2・第 4 木曜日 

♠ダンスを楽しむ会                        ☎宮崎 090-27810488 

・毎週金曜日（13 時～15 時） 木太コミュニティセンター 

☎木村 090-4501-3423 

 

                                  

             

■ご意見・お問い合わせは各部会の代表または高齢協本部まで 高齢協本部☎087-899-6311 


